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＜自己紹介＞

 教育方法学（カリキュラム論、教育評価論）。

 パフォーマンス評価（パフォーマンス課題、ルーブリック、ポートフォリオ評価法）を用いた
カリキュラム改善について研究している。

 京都大学大学院教育学研究科E.FORUMの講師と運営を担当
（https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/）。

 日本教育学会近畿地区理事、日本教育方法学会理事、日本カリキュラム学会理事、教
育目標・評価学会代表理事など。

 日本学術会議第26期会員。

 中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 児童生徒の学習評価の在り
方に関するワーキンググループ(2009年6月～2010年3月）、育成すべき資質・能力
を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会委員（2012年12月～
2014年3月） 、「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）支援事業の今後の方向性
等に関する有識者会議」委員（2020年4月～2021年３月）、内閣府 第３期ＳＩＰ課題
「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」サブ・プログラ
ムディレクター（2023年４月～2024年３月）、文部科学省 教育研究開発企画評価会
議協力者（2023年11月～2024年10月）、文部科学省 中央教育審議会 教育課程
部会 臨時委員（2023年12月～2025年3月）など。
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研究開発学校制度
教育課程の基準の改善に資する実証的資料を得るため、学習
指導要領等現行の教育課程の基準によらない教育課程の編成
実施を認め、新しい教育課程、指導方法等について研究開発を
行う制度です。 （https://curriculumdb.mext.go.jp/bc/kk/）

教育課程（カリキュラム）とは・・・
• 「教えの計画」？
• 「学びの履歴」？
• 「学びの計画と実践」！

教師たちが、子どもや青年の成長と発達に必要な文化を選
択して組織した全体的な学習経験の計画と実践
（西岡加名恵「教育課程（カリキュラム）とは何か」同編『教育課程』協同出版、2017年、p.8）
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◎教育課程編成の構成要件（一部）

（西岡加名恵「カリキュラム・マネジメント」田中耕治他『新しい時代の教育課程（第5版）』有斐閣、2024年、p.215） 4



◆学びの「時間」と「空間」を多様化する？
◎総合科学技術・イノベーション会議

（https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html） 5



◆日本の学校の状況
◎PISA2022のポイント

（文部科学省・国立教育政策研究所「OECD生徒の学習到達度調査 PISA2０22のポイント」
2023年12月5日、https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf） 6



（文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要」
2023年10月4日、https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302902.htm）7
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◆第2部の発表校
※いずれも1単位時間を45分から40分に変更

※研究課題や背後にある意図はそれぞれ・・・
 目黒区中目黒小学校 外16校

→指導内容の精選・重点化、
「生み出した時間」127コマ

 筑波大学附属小学校
←カリキュラム・オーバーロード問題
→各教科等の本質をなす主要な概念の抽出、

指導内容の構造化、カリキュラム創出
 東京学芸大学附属世田谷小学校

→Laboratory/Home/Class
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※お尋ねしたいこと

① 研究開発の初めの段階で、どう
やって先生方の理解を得たのか？

② 実際のところ、各教科の授業は豊
かになったのか？
（「主体的・対話的で深い学び」）
→むしろ、授業時間を長くしたいと
いう声はなかったのか？
（一律でなくてもいいかも？）

③ 社会経済的に恵まれた子どもたち
の学校だったから可能だったので
はないか？

④ 学習指導要領の改訂にあたって、
リクエストしたいことは何か？

（中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び
特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等
について（答申）」2016年12月21日）

◎カリキュラム・マネジメント：
「各学校が，学校の教育目標をよりよく達
成するために，組織としてカリキュラムを創
り，動かし，変えていく，継続的かつ発展的
な，課題解決の営みである。」
（田村知子編著『実践・カリキュラムマネジメント』
ぎょうせい、2011年）
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（田村知子先生ご提供スライド。
田村知子『カリキュラムマネジメントの理論と実践』日本標準、2022年、p.49） 11



◎教科における「思考力・判断力・表現力」
1998年改訂学習指導要領：

教科での「習得」、総合での「探究」

↓2004年 PISAショック

200８年改訂学習指導要領：
教科での「習得」と「活用」、総合での「探究」

2017年改訂学習指導要領：
「思考力・判断力・表現力」（理解していること、
できることをどう使うか）

（三藤あさみ先生の実践）

（福本洋二先生の実践）

「本質的な問い」に
対応する
「深い理解」
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単純

複雑

筆記 実演

選択回答式（客観テスト式）の問題
・ 多肢選択問題
・ 正誤問題
・ 順序問題
・ 組み合わせ問題
・ 穴埋め問題（単語・句）

自由記述式の問題
～短答問題（文章・段落・図表など）
・ 知識を与えて推論させる問題
・ 作問法
・ 認知的葛藤法
・ 予測-観察-説明（POE）法
・ 概念マップ法、ベン図法
・ 運勢ライン法
・ 描画法

パフォーマンス課題
・ エッセイ、小論文、論説文 ・ 朗読、口頭発表、プレゼンテーション
・ 研究レポート、研究論文 ・ グループでの話し合い、ディベート
・ 実験レポート、観察記録 ・ 実験の計画・実施・報告
・ 物語、脚本、詩、曲、絵画 ・ 演劇、ダンス、曲の演奏、彫刻
・ 歴史新聞 ・ スポーツの試合

プロジェクト

実技テストの項目

・ 検討会、面接、口頭試問
・ 短文の朗読
・ 実験器具の操作
・ 運指練習
・ 運動技能の実演

活動の要素の点検項目

・ 発問への応答
・ 活動の観察
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（西岡加名恵『教科と総合学習のカリキュラム設計』図書文化、2016年、p.83参照）

◎学力評価の方法

13



◎「知の構造」と評価方法の対応
――中学校・社会科（歴史的分野）の場合

（西岡加名恵『教科と総合学習のカリキュラム設計』図書文化、2016年、p.83、及び西岡加名恵「教科のカリキュ
ラムづくり」田村知子, 村川雅弘, 吉冨芳正, 西岡加名恵編著『カリキュラムマネジメント・ハンドブック』ぎょうせい、
2016年、p.99をもとに作成）

転移可能な概念
（例︓政治、経済、⽂化）

「原理や⼀般化」についての
「永続的理解」

複雑なプロセス
（例︓様々な資料をもとに、
歴史的な解釈を作り上げる）

事実的知識
（例︓1867年
に⼤政奉還が⾏
われた）

「本質的な問い」
（例︓社会は、どの
ような要因で変わっ
ていくのか︖）

事実的知識
（例︓廃藩置県、
富国強兵政策）

個別的スキル
（例︓年表を⽳
埋めする）

個別的スキル
（例︓ ⼀対⼀
の単純な因果関
係を捉える）

（例︓ 歴史的な社会の変
化は、政治的・経済的・⽂
化的な要因が複雑に影響し
あって⽣じる）

パフォーマン
ス課題

筆記テスト
実技テスト

ルーブリック

チェックリスト
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目黒区立中目黒小学校外16校
目黒区教育委員会事務局
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先の質問①どうやって先生方の理解を得たのでしょうか？
（そもそものモティベーションは？）
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東京学芸大学附属世田谷小学校
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先の質問①なぜ４０分１コマにしたのでしょう？
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先の質問④学習指導要領の改訂にあたって、
リクエストしたいことは何でしょうか？
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筑波大学附属小学校
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先の質問②要素を総合して使いこなす姿は、
捉えられたでしょうか？
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◆今後に向けて・・・
◎2017・2018年改訂学習指導要領の方向性

（中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導
要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」2016年12月21日） 23



◎スタンダードの
作り方

（大貫守『アメリカにおける科学
教育カリキュラム論の変遷――
科学的探究から科学的実践へ
の展開』日本標準、2023年）

期待される
パフォーマンス

（「科学的・工学的実践」、
「学問上の核となる観念」、
「領域横断的な概念」を

総合して、力を発揮する姿）
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